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	応用
	抗原情報
	背景
	Snailは、E-カドヘリンの転写を抑制できるジンクフィンガー転写因子です。E-カドヘリンのダウンレギュレーションは、胚発生中の上皮間葉転換と関連しており、このプロセスは浸潤性癌細胞によっても利用されています。実際、E-カドヘリン発現の喪失は一部の腫瘍の浸潤特性と相関しており、上皮性腫瘍細胞株におけるSnailとE-カドヘリンのmRNAレベルの間にはかなりの逆相関が見られます。さらに、Snailは細胞周期を阻害し、細胞死に対する抵抗力を付与します。GSK-3とPAK1によるSnailのリン酸化は、その安定性、細胞局在および機能を調節します。組織特異性：さまざまな組織で発現し、腎臓で最も高く発現しています。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	SNAI1 抗体を使用した 3T3 溶解物中の SNAI1 のウエスタン ブロット分析。

